
NAGASAKI Youth Delegation

2018年

※持参の場合、受付時間は9:00～17:00
※応募様式はWebでダウンロードできます。
※応募受付開始 10月15日（月）

●長崎県在住・在学・在勤の若者（6名）を募集します。
●航空券・宿泊先は各自で手配していただきます。
●旅費・滞在費補助として活動支援金を支給します。

11月1日木必着
郵送または持参

http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/
recna/nagasaki-youth/nagasaki-youth2018_7bogaiyo

お問い合わせ・応募書類送付先
核兵器廃絶長崎連絡協議会・事務局（PCU-NC）
〒852-8521 長崎市文教町1-14（長崎大学核兵器廃絶研究センター内）
TEL：095-819-2252　FAX095-819-2165

●NYで開催される国連主催による核軍縮・不拡散問題の国際会議に参加します。
●世界の外交官やNGOと議論の場を持ちます。 ●世界の若者と交流し、ネットワークを広げます。
●帰国報告会などを通じ、学んだ成果を広く伝えていきます。

※当日受付も可能ですが、できるだけ事前にお申込みください。　※内容は3回とも同じです。

応募
締切アメリカ ニューヨーク　

滞在期間：2019年4月28日～5月3日

詳しくはこちら詳しくはこちら

説明会開催

長崎大学 会場　長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）1階会議室
10月11日木 18：30～20：00第1回説明会

長崎県立大学シーボルト校 会場　本部棟2階特別会議室
10月12日金 18：30～20：00第2回説明会

長崎大学 会場　長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）1階会議室
10月13日土 10：30～12：00第3回説明会

活動内容

WORLD!
We are〝HERE〟

ナガサキ・ユース代表団

THE

第7期生募集
WEARE

主催：核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）
協力：長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）
※PCU-NCは長崎県、長崎市、長崎大学の三者が構成する核兵器廃絶のための協議体です。

長崎市長崎県
Nagasaki Prefectural Government

＜ナガサキ・ユース代表団＞
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6

応募締切：2018年11月1日（木）必着
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氏名(五十音順) ふりがな 所属等 年齢 備考

厚田　梨帆 あつた　りほ
長崎大学

多文化社会学部２年
20

内橋　寛二 うちはし　かんじ
長崎大学

多文化社会学部３年
20

何　　雲艶 か　うんえん

長崎大学大学院
水産・環境科学総合
研究科博士課程３年

29

髙見 すなお たかみ　すなお
長崎大学

多文化社会学部１年
19

永江　早紀 ながえ　さき
長崎大学

多文化社会学部３年
21

OB・OG
（第６期生）

中島　大樹 なかしま　たいき
長崎大学

多文化社会学部３年
21

OB・OG
（第６期生）

中山　穂香 なかやま　ほのか
長崎大学

歯学部１年
20

牟田　　麗 むた　うらら
長崎大学

多文化社会学部１年
20

矢野　大輝 やの　だいき
長崎大学

工学部１年
20

ナガサキ・ユース代表団（第7期生）

平成30年12月6日現在　

＜ナガサキ・ユース代表団＞

- 127 -



「ナガサキ・ユース代表団第 6 期生」活動記録 

 
◆事前勉強会 

 

1月 10 日（水） 「外交官と議論するために」① ～理性と感性～ 

17 日（水） 「外交官と議論するために」② ～西洋の歴史から 

30 日（火） 「現代の核問題の基礎を学ぶ」講師：広瀬 訓副センター長 

2月 9日（金） フィールドワーク 長崎原爆資料館・国立長崎原爆死没者追悼平和祈

念館・岡まさはる記念長崎平和資料館 

    「ステートメントで読み解く核問題」講師：中村桂子准教授 

14 日（水）～16日（金）合宿（広島） 

18 日（日） 「NPT に関する基礎知識」講師：広瀬 訓副センター長 

  19 日（月） 「核軍縮とメディア」 講師：吉田文彦副センター長 

  25 日（日） 「メディアと継承」講師：柳生寛吾氏（NHK 長崎放送局記者） 

26 日（月） 「韓国人被爆者を取材して」講師：橋場紀子氏（テレビ長崎記者） 

3月 5日（月） 「効果的なプレゼンテーション」講師：山上徹二郎氏 

（映画プロデューサー・株式会社シグロ代表） 

  6日（火）  被爆者 松下ご夫妻を囲んでの交流会  

  7日（水） 「被爆地長崎における継承」講師：山口 響氏 

（活水高校・長崎大学非常勤講師）  

13 日（火） 「北東アジア非核兵器地帯」講師：梅林宏道氏（RECNA 客員教授） 

  14 日（水） 「核兵器と原発 日本が抱える核のジレンマ」 

講師：鈴木達治郎（RECNA センター長） 

 19 日（月） 「福島の大学生が語る『核』」講師：木村元哉氏 

 20 日（火） 「医学面から見た核問題」講師：朝長万左男氏（RECNA 客員教授） 

21 日（水） 「日本の加害と戦争責任」講師：永井 均氏 

（広島市立大学広島平和研究所准教授）    

  24 日（土） 「被爆者を取材して～番組上映会～」講師：橋場紀子氏 

（テレビ長崎記者） 

28 日（水） 「国際 NGO の現場から」講師：河合公明氏 

 （創価学会平和委員会事務局長・核兵器廃絶日本 NGO 連絡会事務局メンバー） 

  31 日（土） 「現代の核情勢について学ぶ ～川﨑哲さんの著書を用いて～」 
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◆その他の関連イベント 

 

1月 13 日（土） ノーベル平和賞受賞記念特別市民セミナー 

「核兵器禁止条約をどう活かすか～ナガサキからのメッセージ～」 

14 日（日）  「ノーベル平和賞団体『ICAN』のフィン事務局長と語る：核兵器 

と若者の役割」 

20 日（土） 核兵器廃絶市民講座「『ゴジラ誕生』：私たちの核兵器のイメージ」 

2月 19 日（月）～20日（火）「長崎平和学生会議」            

3月 22 日（木） 早稲田大学との交流会 

 
 

◆ナガサキ・ユース代表団 第６期生 海外渡航中の活動 
 
4 月 20 日（金） 
1. 国際連合教育科学文化機関（UNESCO）本部教育局「グローバルシティズンシップ

と平和教育課」及びユネスコ日本政府代表部訪問 
場所：パリ 
参加者：酒井環、孫明悦、永江早紀、原田怜奈、福井敦巳、三浦大輝 
訪問相手：UNESCO 本部 前田 幸宣 一等書記官（他 3 名） 

      ユネスコ日本政府代表部 前田 幸宣 一等書記官（他 2 名）  
目的：国際レベルで見た平和教育への考えや推進方法、課題などをテーマに実際に 

最前線で働かれている方と対談するため。 
 
4 月 23 日（月） 
1. 田上長崎市長との夕食会  

場所： RESTAURANT LA VERANDA in Geneva 
市長との対談内容：これからの長崎を担う若者として、ユース代表団として、

自分たちに何ができるか考え、行動することが大切。今回の貴重な経験を長崎

のみならず世界に還元して欲しい。 
出席者：以下 17 名 

長崎市長、大久保次長（長崎市）、蓑川さん（長崎市）、調先生、朝長先生、

広瀬先生、工藤恭綺、酒井環、孫明悦、中島大樹、永江早紀、原田怜奈、福

井敦巳、三浦大輝、光岡華子（ユース 5 期生）、野村梨紗（ユース 5 期生）、

田部さん（同行記者） 
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4 月 24 日（火） 
1. 赤十字国際委員会（ICRC）訪問・博物館見学  
場所：ジュネーブ 
目的：国際赤十字と核問題の関連性と現在の状況を学ぶため。 
訪問方法：広島の高校生が訪問する事を知り、同行する形で依頼 
参加者：以下 9 名 

調先生、工藤恭綺、酒井環、孫明悦、原田怜奈、福井敦巳、三浦大輝、光岡

華子（ユース 5 期生）、野村梨紗（ユース 5 期生） 
 
2. ニュージーランド政府職員との対談  

場所：Assembly Hole 外のラウンジ 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題に対し、ニュージーランド政府の見解を伺う。 

 
3. ユース主催サイドイベント『国連内ショートフィルムプロジェクト』 
場所：国連欧州本部 Building A ５階 Room XVI 
視聴者：政府関係者、長崎市長（及びその職員）、NGO 関係者、世界各国から参加し

ている大学生 
内容：ナガサキに生きる若者の核問題に対する素直な想いをまとめ、改めて国家間の

問題以前に一人の世界に生きる人間として、参加者に核兵器について考えても

らうきっかけを作るという趣旨の元制作したショートフィルム。 
 
4 月 25 日（水） 
1. ジュネーブ日本語補習校で出前授業 

場所： ジュネーブ 
対象： 小学部５，６年生（19 名） 
内容：『73 年前のヒロシマ・ナガサキと現代の核情勢』をテーマに授業を行なった。 

 
4 月 26 日（木） 
1. ベルギー政府職員との対談  

場所：国連欧州本部 Building A ３階 Salle Des Assemblees 前 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題に対し、ベルギー政府の見解を伺う。 

 
2. 平和首長会議主催ユースフォーラム  

場所：国連欧州本部 Building A ５階 Room XVI 
目的：次代を担う若い人たちが自らの平和活動を通して感じた平和への思いを発表し、

意見交換することを通じて、核兵器のない平和な世界の実現を訴える。また、
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参加者同士の交流を深め、今後の活動の充実につなげる。 
司会兼コーディネーター：広瀬副センター長 
プレゼンテーション：孫明悦、永江早紀（10 分） 

 
3. 高見澤軍縮大使との意見交換  

場所：ジュネーブ 軍縮会議日本政府代表部 
内容：核兵器やクラスター爆弾など、世界を取り巻く国際的な軍縮問題について意 

見交換を行なった。 
参加者：以下 12 名 

調先生、広瀬先生、工藤恭綺、酒井環、孫明悦、中島大樹、永江早紀、原田怜奈、

福井敦巳、三浦大輝、光岡華子（ユース 5 期生）、野村梨紗（ユース 5 期生） 
 
 
4 月 27 日（金） 
1. カナダ政府職員との対談  

場所：国連欧州本部 Building A ３階 Salle Des Assemblees 前 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題に対し、カナダ政府の見解を伺う。 

 
2. オーストリア政府職員との対談  
場所：国連欧州本部 Building A ３階 Salle Des Assemblees 前 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題に対し、オーストリア政府の見解を伺う。  

 
3. ICAN スタッフとの意見交換  
場所：United Nations in Building E, in the Serpentine Bar restaurant on the 

ground floor 
相手： 川崎 哲氏 
目的： NPT 再検討会議を巡る核問題や日本政府の核軍縮政策に対し、川﨑氏の見解 

を伺う。  
 
4. 国連内自主ワークショップ   
場所：国連欧州本部 Building A ５階 Room XVI 
視聴者： NGO 関係者、世界各国の大学生 
内容： テーマ「人類の記憶の継承」 
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4 月 28 日（土） 
1. ジュネーブ日本語補習校で出前授業 

場所： ジュネーブ日本語補習学校 
対象：10：00～10：45 小学部 5,6 年生（36 名） 

15：45～16：25 中学部 1～3 年生（44 名） 
内容：『73 年前のヒロシマ・ナガサキと現代の核情勢』をテーマに授業を行なった。 

 
4 月 30 日（月） 
1. 国際保健機関（WHO）訪問  
場所：Avenue Appia 20,1202 Genf,Schweiz 
相手：錦織 信幸氏  
目的：国際機関の一つとして、現在国際問題に対し WHO が実際にどのような役割を 

果たしているのか。また、核問題の側面からも保健的視点から学ぶため。 
 
 
5 月 1 日（火） 
1. ドイツ政府職員との対談 

場所：国連欧州本部 Building A ３階 Salle Des Assemblees 前 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題に対し、ドイツ政府の見解を伺う。  

 
5 月 2 日（水） 
1. オーストラリア政府職員との対談  
場所： United Nations in Building E, in the Serpentine Bar restaurant on the 

ground floor 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題に対し、オーストラリア政府の見解を伺う。  

 
5 月 3 日（木） 
1. ICAN スタッフとの対談  
場所：United Nations in Building E, in the Serpentine Bar restaurant on the 

ground floor  
相手： ダニエル（Campaign Coordinator） 
目的：NPT 再検討会議を巡る核問題や ICAN のキャンペーンに対し、ダニエル氏 

（ICAN として）の見解を伺う。  
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◆ 帰国後の活動 
 
期日  依頼元／主催       場所        行事名 
5/25(金)  モラヴィアン大学 RECNA１階会議室 「学生交流会」 
5/26(土) （一財）長崎原爆被災者協議会  被災協地下講堂  

「ヒバクシャ国際署名をすすめる長崎県民の会」署名スタート 2 周年のつどい 
6/8(金)   ナガサキ・ユース  長崎大学   

 「ナガサキ・ユース代表団第 6 期生活動報告会」 
6/23(土) 核兵器廃絶長崎連絡協議会  島原：森岳公民館  「核兵器廃絶市民講座」 
6/28(木)  東京大学教育学部附属中等教育学校 “交流会「現代と平和」" 
7/1(日)～16(月)  ナガサキ・ユース代表団  長崎大学図書館  活動写真展 
7/4(水) 諫早市立喜々津中学校  喜々津中学体育館  

 「現在の世界情勢について・平和活動について」 
7/5(木) 諫早市立諫早中学校  諫早中学体育館・教室 「今日の世界情勢、核の現状」 
7/7(土) 立命館アジア太平洋大学  図書館地下会議室  「学生平和交流会」 
7/11(水) 諫早市立喜々津中学校  喜々津中学体育館 「平和学習」 
8/3(金) 日本非核宣言自治体協議会 行田市コミュニティセンターみずしろ 

「平和について考える事業」 
8/7(火)～8(水) 明治学院大学国際平和研究所  2018 年度 MGU  

「Peace  Studies Summer Program」 
8/8(水) 連合長崎  長崎県立総合体育館  

「連合 2018 平和ナガサキ集会 若者からのメッセージ～次世代への継承～」 
8/9(木) 日本非核宣言自治体協議会 対馬市立厳原北小学校  「平和集会」 
8/10(金) 日本非核宣言自治体協議会 四日市市総合会館 7 階研修室 

 「子ども向け平和学習講座～核兵器について考えよう～」 
8/16(木)～18(土) 小田原市 尊徳記念館 小田原市平和都市宣言制定２５周年事業  

「ワールドキャンプ in Odawara 
～世界で羽ばたくナガサキ・ユース代表団と学ぼう～について」 

8/22(火)  日本非核宣言自治体協議会  函館市立潮光中学  函館市立日新中学  
「平和教育公開授業」 

8/23(木) 日本非核宣言自治体協議会  函館白百合学園中学  函館市立深堀中学 
「平和教育公開授業」 

8/23(木)  長崎県  メルカ築町    「平成 30 年度日中韓青少年交流事業」 
8/24(金)  核兵器廃絶長崎連絡協議会 長崎大学 

 「ジョン・ウォルフスタール氏とのラウンドテーブル」 
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8/26(日) ～28(火) 日本非核宣言自治体協議会 豊浦町地域センター「とわにー」 
非核・平和の町宣言に伴う講演会 

8/28(火) ナガサキ・ユース代表団  RECNA 会議室  「第 6 期生反省会」 
8/29(水) 松本市  RECNA 会議室  「松本ユース平和ネットワーク長崎市平和訪問  

ナガサキ・ユース代表団、ピースキャラバン隊との交流」 
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